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(2) 大学院

2001年 (平成 13年)度 大学院生

生物科学専攻 (霊長類学系)

氏 名 学 年 指導教官 研 究 テ ー マ

竹元博幸 D5 上原重男 野生チンパンジーの採食生

態

船越美穂 D4 渡連邦夫 野生ニホンザルの土地利用

と農林業被害

早川祥子 D4 上原重男 野生ニホンザルの交尾戦略

と父子判定

藤田志歩 D3 上原重男 野生チンパンジーにおける

糞中生殖関連ホルモンの動

態と行動

許 禎壬 D3 中村伸 マカクザルのオス副生殖組

織における組織因子に関す

る研究

中井将嗣 D3 片山一道 古代人および霊長類の古病

理学的研究

下岡ゆき子 D3 森 明雄 野生クモザルの社会構造

土田順子 D3 小嶋祥三 老齢ニホンザルの弁別逆転

学習セット形成

AnaKarina D2 竹中修 Polymorphismor

Zavala chromoso.mallocationof18S
Gui1len rDNA

Claudia D2 松沢哲郎 Thestudyofcognitionand
Sousa behaviorinchimpanzeesin

termsofcomparative
cognitivescience

郷 康広 D2 平井啓久 マダガスカル産原猿類にお

ける主要組織適合抗原複合

体(MHC)遺伝子群の分子進
化

加藤啓一郎 D2 三上孝允 報酬および嫉悪刺激に関わ

る脳内機構の解明
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MauraLuciaD2 友永雅己 Leamingprocesseshavebee∩
Celli investigatedincaptive

chimpanzees

西村 剛 D2 抗同様 ヒトを含む盃長類の音声器
官の機能形態学的研究

上野有理 D2 森明雄 チンパンジー乳児における
採食行動の発達 `

梅野俊平 D2 三上章允 図形陀別をになう視覚情報
処理経路の研究

Cordon Dl 森明雄 Behavioral
Barrett neuroendocrinologyofmale

Japanesemacaques

松元まどか Dl 三上孝允 高次目的指向行動の脳内機
構

森 琢磨 Dl 林基治. 霊長類大脳新皮質の発達に
ともなう神経栄養因子の生

理的役割の解明

投法正則 Dl 三上章允 視覚探索課題遂行中の第四

次視覚野の神経細胞活動

松原滑貴 Dl 片山一道 休学中

打越万喜子 Dl 松沢哲郎 テナガザルの認知 ･行動発
達

福原亮史 M2 景山節 霊長類におけるSODの遺伝
子解析

権田絵里 M2 片山一道 ポリネシア人の手足の生体
計測値とその諸特徴に関す

る形質入校学的研究

細川貴之 M2 三上車允 報酬と嫌悪に関する脳内機
構の解明

柏原 将 M2 森明雄 ニホンザルの子どもの社会
的発達に及ぼす母親の社会

関係の影響

近藤 彩 M2 竹中修 ヒト上科霊長類Y染色体遺
伝子の進化

長岡朋人 M2 茂原信生 頭蓋形憶からみた日本人形
成史

中山 桂 M2 上原重男 社会的場面で生起する情動
の役割に関する生物心理学

的研究

大橋 岳 M2 松沢哲郎 チンパンジーのコミュニケ
ーション

山本亜由美 M2 茂原信生 霊長類のアトラス･ブリッ
ジの形成

深谷もえ Ml 森明雄 事由のニホンザルにおける

採食場所の決定要因

香田啓貴 Ml 正南信刀 丑長桁のコミュニケーショ
ン

久能玲子 Ml 三上車允 形憶知覚の脳内情報処理機
構の研究

食岡康治 Ml 小嶋群三 衷情知覚に伴う自律的反応

変化

中島野恵 Ml 松沢哲郎 チンパンジー乳児における

音声および音声に対する応

答の発達

大薮由美子 Ml 片山一道 古人骨における受傷痕

泊 賢一朗 Ml 川本芳 ニホンザルの集団遺伝学的

研究

<研究概要>

竹元博幸:野生チンパンジーの採食生憶

西アフリカ,ポッソウ地域のチンパンジーが環境中

の食物丑変動および気象の季節変化に対しどのように対

応しているか,検討した.2)チンパンジーの光分析 ･発

芽実験を行い,ポッソウ森林における種子散布者として

の役割を解析した｡3)中央アフリカ赤道ギニアで発見し

た房付き掘り棒について,道具製作,使用の特徴を考察

した｡

船越美穂:野生ニホンザルの土地利用と戊林菜被寄

長野県安長野地方で発生しているカラマツ剥皮被苔

と農作物被事の要因を探る目的で,ニホンザルの採食生

態を研究している.今年度は,これまでに収典した資料

の解析を行った｡

早川祥子:野生ニホンザルの交尾機略と父子判定

九州南部屋久島の野生ニホンザルにおいて非侵袋的

なサンプルを使用したDNA解析により父子判定を行った

結果,生まれた子供の約半数が群外オスの子供であるこ

とが分かった｡

藤田志歩:野生チンパンジーにおける糞中生把関連ホル

モンの動態と行動

タンザニア･マハレ山塊国立公園およびギニア共和

国･ポッソウ地域において野生チンパンジーの調査をお

こない,二つの地域集団の生殖生物学的特徴を糞中生殖

関連ホルモンの動態および行動面から比較した｡

許禎壬:マカクザルのオス副生苑組織における組絞因子

に関する研究

本研究の節一部では,サル TFの迫伝子発現産物 ･

mRNAの定見測定法として competitiveRT-PCR法を確立

した｡ついで,マカクザル (ニホンザル,カニクザルな

ど)各組織でのTF-mRNAレベルを比較定量し,オス副生

殖器の精嚢,前立腺において,高テス トステロン期の

TF-mRNA減少,一方.低テストステロン期のTF-mRNA上

昇を兄いだした｡この遺伝子レベルの結果は免疫組織染

色法でも確認され,低テストステロン期の精嚢および前

立腺の上皮細胞に強い TF抗原シグナルが観察された｡

節二部では,去勢ラットを用いて,テストステロン減少
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期の精嚢TFの役割を遺伝子レベルで検討した｡第三部で

は,テス トステロンによるTF遺伝子の発現制御機序を検

討したOマカクサルTF遺伝子のプロモーター領域を対象

に,高テストステロン期および低テストステロン期での

精嚢でのDNAメチル化状態の差異を検討した｡

中井牌嗣:古代人および霊長類の古病理学的研究

霊長類研究所に保管されているニホンザルの骨格標

本を対象に,骨折や変形性関節症などの骨関節疾患の調

査を行い,その危険因子を検討した三

下岡ゆき子:野生クモザルの社会構造

コロンビア ･マカレナ地域において野生ケナガクモ

ザルを対象に調査を行い,離合集散の動態を明らかにし

た｡

土田順子:老齢ニホンザルの弁別逆転学習セット形成

加齢に伴う認知能力の変化を評価するために,弁別

逆転学習セット課題を老若ニホンザルに課した｡老齢ザ

ルは,この課題の習得に著しい困難を示し,学習セット

形成の速度も若齢ザルと比較して非常に遅いことが明ら

かとなった｡

AnnKarinaZavalaGuillen:PolymorphismofchronlOSOmal
locationor18SrDNA

As inotherhighereukaryotes,partoftheHomoandPan

gcnomesincluderegIOnSCOmPOSedofrepetitiveDNAthatis

variableinsize,composition,genomicdistributionand

evolutionarysignificance.Recentevidencehasalsoshown

thesereglOnStO beactively involved in chromosome

dynamicsandevolution.OneexampleortheserepeatedDNA

sequencesarethegenescodingforribosomalRNA･Onthe

basisoftheirubiquity,availabilityinhigh copynumber,and
conservativenature,combinedwith the''existence"of

sequenceheterogeneity,thesegenesconstituteusefulsources
forlong and short-term molecularand chromosomal

investigations into phylogeny and geneticalevolution･

ScreeningOfthe18SrDNAonthehumanandchimpanzee

chromosomecomplementisbeingperformedbymeansof

nuorescentinsituhybridizationwiththeaimofanalyzing,
describinganddiscusslnginterandintraspecificvariations･

ClaudiaSousa:Thestudyofcognitionandbehaviorin

chimpanzees in terms of comparative

cognitivescience.

Thegoalofthisresearchistoclarifytheintellectual

abilityofchimpanzees(Pantroglodytes)relatedwiththetool

usebehavior.Toachievethefinalgoal,twodifferent

approachesarebeingused,thestudyinthelaboratoryandin

thewiId.Thestudyatthelaboratoryconsistsonthesocalled

.'TokenExperiments''performedbyadultchimpanzees(the

mainsubjectsareAiandPendesa).Thispartofthestudyalso

includesthebehavioraldevelopmentofaninfantchimpanzee,
Ayumu,inthecontextofthe''TokenExperiments"performed

bythemother.Thestudyin仙ewildconsistsonthestudyor

thedevelopmentofatool-usingbehavior,theuseofleavesto

drinkwaterbyBossouchimpanzees･Atafinalstepa

comparativeapproachwillbeusedtocorrelatethedata

collectedunderthetwodifferentapproaches.

郷康広:マダガスカル産原猿類における主要組織適合抗

原複合体(MfIC)遺伝子群の分子進化 .

免疫関連遺伝子であるMHC遺伝子(MHC-DRB)の分子

進化機構を明らかにするために,多型の集中しているエ

クソン2領域をマダガスカル産原猿類を対象に塩基配列

決定し,真猿類を含めた霊長類における当該迫伝子の分

子進化機構を解析 ･考察した｡

加藤啓一郎:報酬および嫌悪刺激に関わる脳内機構の解

明

報酬および嫌悪刺激に関わる脳内機構を解明するた

めにサルに弁別課題を訓練した｡

MauraLuciaCeIIi:LeamlngProcesseshavebeeninvestigated

incaptivechimpanzees

Usingtheacquisitionandperformanceofatoolusetask

toscreenthecognitiveprocessesinvolved.Thetaskisa

simulationorbehaviorsobseⅣedinwildchimpanzees'

repertoireandtherefわre,theimplementationorsuchtaskhas

been concomitantly analyzed on the environmental

enrichmentviewpoint.Furtherexperimentsoftransmissionof

knowledgeacrossgenerationshavealsobeenconducted.

西村剛:ヒトを含む霊長類の音声器官の機能形態学的研

究

ヒトの声門開閉運動をMRI動画で観察する方法を開

発した｡また,チンパンジー幼児 3個体の音声器官形態

をMRIにて撮像し,その成長変化を観察した｡ガボン共

和国にて類人猿の音声データを収集し,その音響学的特

徴のレパー トリーを分析した｡

上野有理:チンパンジー乳児における採食行動の発達

チンパンジー乳児が食物レパー トリーを身につける

過程について,とくに母親との関わりに着目して検討す

るため,飼育下のチンパンジー乳児とその母親個体を対

象に,実験的に場面を設定し,行動観察をおこなった｡

とくに,母親とともに食物を選択する場面での乳児の食
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物選択の推移,母親と乳児問の食物を介した相互交渉に

ついて明らかにした｡

泊野俊平:図形陀別をになう祝光情報処理経路の研究

アカゲザルにShape-from-motionによる図形を用い

た図形陀別課題を訓練し,下部側頭皮質より課題遂行中

の神経細胞活動を記録した｡

CordonBa汀ett:Behavioralneuroendocrinologyormale

Japanesemacaques

DuringtheperiodAprH2000toMarch2001,Idesigned

andinitiatedmydoctoralresearch.Ialsowrote,revisedand

hadacceptedforpublicationtwomanuscriptsfrom my

MaSter■sworkduringthistime.Additionally,Ihavedone
somefurtherhormonalandbehavioralanalysesonmy

Master'ssamplesandamworkingonanothermanuscript

describingtheseresults.AswellaSWOrkonmymaindoctoral

project,Ihavealsocollectedsamplesfromrhesusmonkeysto

examinearelatedproblemconcemingthemeasurlngOrStress

bynon-invasivemeans.Lastly,Icollaboratedinastudyofthe
hormonal correlatesofmatemal behavior,IeadbyDr.
MaSSimoBardi.

松元まどか :高次目的指向行動の脳内機構

高次目的指向行動の脳内機構を明らかにするために､

一次的報酬と連合された視覚物体の摂待を目的とした行

動課題をサルに行わせ､外側､眼寓側､および内側の前

頭連合野から単一細胞活動を記録･解析した｡また､こ

れらの領野間での機能比較を行い､前頭連合野における

高次な目的指向性の表現様式を解明した｡

森琢磨:霊長類大脳新皮質の発達にともなう神経栄養因

子の生理的役割の解明

霊長類の大脳新皮質は,他の噴乳類のそれと比べて

禎雑な構造をしている｡複雑な大脳新皮質の構築過程を

明らかにするために,神経回路の発生に深く関係する神

経栄養因子 (BDNF,NT-3,NT-4)の発達にともなう産生

変化を高感度酵素抗体法を用いて解析した｡.その結果,

BDNFは生後数カ月に,NT-3とNT-4は胎生後期にピーク

を持つことが明らかになった｡

猿渡正則:視覚探索課屈遂行中の節四次視覚野の神経細

胞活動

視党系が目標を捉える際の視覚野の関与を検討する

ため,アカゲザルに視覚探索課題を訓練し,課題遂行中

の節四次視覚野から単一神経細胞活動を記録した｡

打越万古子:テナガザルの認知 ･行動発達

テナガザルを対象にその認知 ･行動発達を縦断的に

研究し,テナガザルの特性をチンパンジーやニホンザル

と比較する事でさぐった｡

福原亮史:霊長類におけるSODの遺伝子解析

霊長類8種のCu/Zn-SODとMn-SODそれぞれについて

塩基配列を決定し,その分子進化について比較,検討し

た｡また,サザン分析により霊長類のSOD遺伝子の多型

についても考察した｡ノーザン分析によりニホンザル各

組織でのSODの迫伝子発現について考窮した｡

権田絵里:ポリネシア人の手足の生体計測値とその諸特

徴に関する形質人籾学的研究

大柄で頑丈な身体を持つ典団として知られるポリネ

シア人のうち,トンガ人について生体計測を実施し,身

体と手足部のサイズ･プロポーションの関係について,

他集団との比較や,成長期にみられる諸特徴の形成過程

等の分析をした｡

細川貴之:報酬と嫌悪に関する脳内機構の解明

遅延対連合課題遂行中のサルの前頭眼筋回から蝉-

細胞活動を記録した｡

柏原将:ニホンザルの子どもの社会的発達に及ぼす母親

の社会関係の影響

嵐山E群の1歳から5歳のニホンザルの子どもとそ

の母親 14組を対象とし,子ども同士の社会関係に母親同

士の社会関係が及ぼす影響について,性差および発達的

変化という視点から検討した｡子ども同士の社会関係に

ついては,近接,遊び,グルーミングという3つの指標

を用いることにより,子どもの社会関係のどのような側

面に母親の社会関係が影響を与えているのかを検討した｡

近藤彩:ヒト上科霊長類Y染色体迫伝子の進化

長岡朋人:頭蓋形態からみた日本人形成史

江戸時代から近代にかけての頭韮形態の時代変化を

調べた｡

中山桂:社会的場面で生起する情動の役割に関する生物

心理学的研究

アカゲザルを対象に,負の情動価を持つ刺激に対し,

サルの顔面温度がどのように変化するかを,赤外線熱画

像装置を利用して検討した (後藤俊二,倉岡康治,中村

克樹との共同研究)｡また,ニホンザルを対象に,負の情

動生起時にあらわれる他者の転位行動が,それを観察し
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たサルにどのような影響を与えるのかについて検討した｡

大橋岳:チンパンジーのコミュニケーション

2001年 7月から11月まで,ギニア共和国ポッソウ

地域にて野生チンパンジーの調査をおこなった｡チンパ

ンジーのパントフー トに着目し,パーティー構成との関

係を考察した｡

山本亜由美:霊長類のア トラス ･ブリッジの形成

霊長類研究所所蔵のニホンザルの骨格標本を中心に,

ア トラス ･ブリッジの形成頻度の違いを検討した｡

深谷もえ:寺島のニホンザルにおける採食場所の決定

要因

宮崎県幸島のニホンザルを対象に,食物資源の量的

分布と冬季の採食行動の関係を明らかにすべく,個体の

迎絞追跡ならびに行動域の植生調査を行った｡

香田啓出:霊長類のコミュニケーション

鹿児島県屋久島に生息するヤクシマザルの l群を対

政に,クーコールの調査を行い,その発声規則を分析し

た｡

久能玲子:形態知覚の脳内情報処理機構の研究

形憾視と運動視の双方を必要とする課題をアカゲザ

ルに行わせ,その際のMT野のニューロン活動を電気生理

学的手法で記録し,課題の行動データと合わせて解析す

ることによって,視覚情報伝達経路の統合過程を調べる｡

介岡鵬治:表情知覚に伴う自律的反応変化

アカゲザルの表情刺激を集め,自律的反応を測定す

る装tEtのセットアップを行った｡

中島野恵:チンパンジー乳児における音声および音声に

対する応答の発達

2000年に霊長類研究所で生まれたチンパンジー乳児

3個体を対象に,自発的な音声の発達と,プレイバック

した音声に対する反応を分析した｡

大薮由美子:古人骨における受傷痕

古人骨に残された受傷痕の原因武器を探るため,弥

生時代に実際用いられていたと思われる武器数点を使用

し,ニホンザルの骨格標本に創傷を作成する実験を行い,

各武器による受傷痕の比較を行った｡また,奈良県四分

遺跡出土の弥生時代人骨における受傷痕の原因武器を検

討した｡

泊賢一朗:ニホンザルの集団迫伝学的研究

東日本地域のニホンザル個体群についてタンパク多

型を解析した｡
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